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生物学者にとって宇宙とは	


非理系vs理系	

天文学者と華麗に競える生物学者を探して	


ボランティアvsプロフェッショナル 
 



生物学者にとって宇宙とは	




生物学とは 
一番遅くできた分野 
「科学」ぶりたい 
不確実を排除しても成り立つ現象 
×生命の神秘・可能性	




精神、魂、生命力による説明を前提としない
のが生物学	




勉強熱心な来館者から質問。 
たくさん本を読んで勉強したけど、生命現象を
担っている分子には意思があるとしか思えな
い。 



大学一年生の生物学の一番最初で 
ダンゴムシに光をあてて観察。レポートに 
「ダンゴムシは光を嫌がって逃げた」 
と書いたらバッテンが。 
「ダンゴムシの気持ちは分からない」 

それを聞いた来館者：なぜ生物学はそこまで
意思の存在を否定するのですか。	




物理から転向 
複雑さが魅力 
実際は　例外だらけ、わずかな共通点を探す　
泥臭く面倒な世界 
単純化にあきた？	




そんな生物学者は、宇宙をどうとらえていると
思いますか？ 
生物学者にとって宇宙は存在しません。 
地球生命が全てだからです。	




もし生物学者に研究テーマとして宇宙につい
て聞くと、鼻で笑われるか、なかったことにさ
れます。 
でも本当は生物学者は誰よりも、生命の定義
や起源を知りたいと思っています。 
これらは生物研究のタブーとなっています。 



非理系vs理系	




ボランティアは、好きなことをやり人から感謝さ
れる楽しい活動ですが、 
ひとたび車輪を外れると自由だから大変なこ
とになります。	




間違ったことを話す、人材を引き抜く、アイディ
アの盗用、妨害、こんなことは日常茶飯事で
す。 
善悪もなくやりたい放題です。	




好きか嫌いかという、人間がもっとも際立つ活
動と言えます。 





話を聞くと、おおまかに、ボランティアをやる理
由は過去の恨みつらみです。	




理系でない人は、分かり難い説明を恨み、分
かりやすくするためにボランティアをします。 
専門用語にアレルギーがあり、正しいかどう
かは気にしません。おもしろさだけが重視され
ます。	




理系の人は本当の科学を知っています。真実
か否かを重視していて、真実でない物は否定
できます。しかしコミュニケーションがうまくい
かず、理系でない人とうまくいきません。	








せっかく星が好きで集まった 

だからどうしても 

みんなで楽しく星が見たかった	


私が以前活動していた博物館では、理系とそ
うでない人の対立がありました。	




どんな人でも 問答無用に 
「おもしろい」と思ってしまうような 全く新しいことを 
やればそうなれるのでは？	


全然関係のない、すごくおもしろいことをやれ
ば、みんなで楽しくを星を見れるのではないか
と思いました。	




天文学者と華麗に競える生物学者を探して	




天文学者の講演会で、木星の衛星の地下に
水があるという話をききました。非常に楽し
かったのですが、その天文学者は「生物学者
には地球の生物しかわからない」といいました。
私にはSFのような未知の生命の想像図が
こっけいに思えました。天文学者は地球の生
物さえ知らないのに・・・と思いました。	


「ここに生物学者がいれば・・・」 どうしてもこの場所に 
生物学者を連れてきたかった	


天文学者の講演会で話を聞いて	




もしも生物学者がこの場にいたら、何と言うでしょうか？　昔授業で習ったクマムシを思
い出しました。 
クマムシは顕微鏡でないと見えないほどちいさな生き物ですが、８本の足が猫バスのよ
うに生えていて、のそのそ歩きます。可愛らしい見た目と裏腹に、「乾眠」という変身する
技をもっています。ひとたび変身すれば、天ぷらを揚げる高温でも、極低温でも、放射
線にさらされても、真空にしても、死にません。水をかけると復活して、ふたたび歩き始
めます。クマムシなら、宇宙を旅行してよその星にたどり着き、水さえあればその星で生
きていけるのではないでしょうか？　例えば火星の砂粒の中に紛れていないでしょう
か？　わたしは生物学者に会うために極限環境生物学会に行きました。そこでクマムシ
同様の能力をもつネムリユスリカという生き物の研究者に出会いました。そして「ネムリ
ユスリカを知ってもらうためなら何でもする」と情熱的に頼み込まれ、博物館で生物研究
者が話せないかと相談しました。ネムリユスリカだけでは天文の博物館では弱いと思い、
さらに探したところ、本気で宇宙を語る生物学者に出会いました。さらに本気で宇宙を
研究する生物学者に出会いました。「たんぽぽ計画」という実験を宇宙で行い、地球か
らもれた生き物が宇宙にいないか検証する研究をします。この話を組み合わせれば、
天文の博物館でもイケると思いました。未来館に移ってからもずっとこの構成でお話を
する活動しています。 



ボランティアvsプロフェッショナル	




わたしはJAXAたんぽぽ計画の会議に毎月参
加しています。周りは全員研究者で私だけが
ただのボランティアです。 
見ているうちに、見ているだけではなくて何か
したいと思うようになりました。 
「この人は見てるだけでいいのではないか？」
とも言われたのですが、 
やれることを探してやってみました。最初は良
かったのですが・・・	




やれることをやってみても「せっかくやってくれているけどボランティアじゃね」と言われま
した。 
研究者じゃない人は来ちゃいけないんじゃないか？ 
一般の人が科学に興味を持つのは興味でいいけど、自分たちは仕事としてやっている。 
あなたを楽しませるためにやっているのではない、と言われました。 
私はボランティアなので、気持ちだけで全てが成り立っています。楽しくなればやることは
できません。 
もう来るのはやめようかと思いました。	




でもこの人たちが大好きだったので考えました。
研究者が理解できる何かが必要でした。 
そんなとき天文研究会を知りました。これは研
究者がやっていることに形が似ています。 
ここに行けばきっと研究者も私のことを理解で
きるのではないか、と思いました。 
そして私は今も会議に参加しています。 
研究者と全く無関係な私にできることをこれか
らもやっていきたいです。	


研究者のやっている 

研究発表に似た 

天教のフォーマットなら 

わたしのことも 

理解できるのでは？	





